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第Ⅲ部 学 習 教 育 編 

 

第 1 章 生  涯   学   習 

 

第 1 節  目  標  と  基  本  姿  勢  

 

１  重 点 施 策  

県民が生涯の各時期を通じて、社会の諸変化に対応し、常に新しい知識・技術を習得できるよ

う学習環境を整備するため、本県の重点施策を次のとおり設定した。  

(1)生 涯 学 習推進体制の整備  

知 事 を本部長とする生涯学習推進本部を開催し、生涯学習推進体制の総合的、体系的な整備

を図る。  

(2)家 庭 教 育の振興  

急 激 な社会の変化により、家庭や地域社会の教育機能に大きな変化が見られ、多くの問題が

生じているため、家庭教育の在り方について総合的に検討し、相談活動、指導者の養成、学習

機会の提供、地域活動の推進、啓発活動などを通し、家庭教育のより一層の充実に努める。  

(3)生 涯 学 習指導者の充実  

市 町 村における生涯学習指導体制を整備するため、社会教育主事をはじめ関係職員の充実を

図るとともに、研修を充実し、資質の向上に努める。  

(4)生 涯 学 習の支援の拡大  

県 民 の多様な生涯学習ニーズに対応するため、生涯学習情報の総合的・一元的な提供を図る

とともに、学習機会の提供、学習成果の発表等の機会の拡大に努める。また、生涯学習に関 す

るボランティア活動の促進、リカレント教育の推進を図る。  

(5)社 会 教 育関係団体の活動の促進  

社 会 教育関係団体の組織を充実し、自主的活動を促進するため、助成するとともに、団体指

導者の養成・確保に努める。  

２  社 会 教 育 委 員 会 議  

国際化、情報化、高齢化などの大きな社会変化により、人々は生涯にわたって学ぶことを以前

にもまして大切に感じるようになり、これに伴って人々の学習需要も増大している。  

本 県 においても先のような現状を踏まえ、生涯学習時代へ対応した社会教育推進の在り方を検

討する必要がある。本会議においては、社会教育の振興のため、意見を述べるとともに、今後の

社会教育事業実施のために助言等を行った。  
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３  社 会 教 育 委 員 の 活 動  

県及び市町村の社会教育委員の数及び愛知県社会教育委員連絡協議会の活動状況は、次のとお

りである。  

(1)社 会 教 育委員の数  （ 単 位 ： 人 ） (24.3.31 現 在 ) 

区    分  男  女  計  

県    9   7  16 

東 尾 張 支 部  173 106 279 

西 尾 張 支 部  111  52 163 

東 三 河 支 部   66  28  94 

西 三 河 支 部   94  34 128 

市 町 村  計  444 220 664 

 

(2)愛 知 県 社会教育委員連絡協議会の活動  

ア  総   会 （ 年 1 回 ）  

イ  評 議 員会（年 1 回 ）・役員会（年 3 回 ）  

ウ  研  修  会  

(ｱ)東 海 北 陸 大 会（年 1 回 ）  全 国 大会（年 1 回 ）  

(ｲ)地 区 研 修 会（年 2 回 ）  県 内 4 地 区 8 会 場  

エ  資 料 の作成  

「 あ いちの社会教育と公民館」発行（年 1 回 ）  

 

第 2 節  社  会  教  育  指  導  者  

 

１  社 会 教 育 指 導 者 の 確 保  

市町村における社会教育の振興を図るため、社会教育主事の設置をはじめ社会教育行政関係職

員の充実を図るとともに、民間有志指導者の確保に努めた。  

(1)社 会 教 育主事                                                         （ 23.4.1 現 在 ）  

項目  
区 分  

設 置 市町村数  社 会 教育主事数（人）  
設 置  未 設 置  計  専 任  兼 任  派 遣  計  

市  32 5 37 79 22 0 101 

人 口 1 万 人以上の町村  12 1 13 13  6 0  19 

人 口 1 万 人未満の町村   2 2  4  1  1 0   2 

計  46 8 54 93 29 0 122 

＊ 派 遣 社会教育主事制度は平成 21 年 度 限 り  

(2)公 民 館 数及び公民館職員数                                             （ 23.4.1 現 在 ）  

 

館  数  館  長  公 民 館主事  事 務 職員  そ の 他  合  計  

本 館  分 館  専 任  兼 任  非常勤 専 任  兼 任  非常勤 専 任  兼 任  非常勤 専 任  兼 任  非常勤 専 任  兼 任  非常勤 

市 342  9 51 49 166 100 44 248 102 55 121 21  0 130 274 148 665 

町 43  3  2 24 11 10  2   0 13 18 12  7 10 16 32 54 39 

村 1  1  0  1 0 0  0   0 0  7 5  0  0 0 0 8 5 

計 386 13 
53 74 177 110 46 248 115 80 138 28 10 146 306 210 709 

304 404 333 184 1,225 

＊ 愛 知 県公民館連合会調査による  

(3)民 間 有 志指導者  

     平成 23 年度に養成した民間有志指導者は、青少年関係指導者 11 人、女性関係指導者 34 人である。 
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２  指 導 者 の 研 修  

研 修 名  趣       旨  内      容  対 象 者  

生 涯 学 習  
担 当 者研修会  

 県 内 の 市 町村におけ る生涯学習
の充実、発 展に資する ため、生涯
学習に携わ る職員の職 務遂行に必
要な専門的 知識や技術 を修得する
機会を提供する。  

ア  本 県 の生涯学習  
イ  講 義  
ウ  ワ ー クショップ  

生 涯 学習行政担当職員  
公民館等社会教育施設職員 
社 会 教育主事等  
期  日  23.10.25 
参 加 者  46 人  

社 会 教育委員  
地 区 研 修  

 社 会 の 変 化に対処し つつ、生涯
学習の視点 に立って地 域の社会教
育を推進す るため、社 会教育委員
の果たすべ き役割、市 町村におけ
る活動状況 について情 報交換等を
するととも に具体的な 実践計画に
ついて研究 協議を行い 、社会教育
の振興に役立てる。  

ア  情 報 交換  
イ  社 会 教育の実践に  
つ い ての研究協議  

東 尾 張地区  
西 尾 張地区  
東 三 河地区  
西 三 河地区  
の 社 会教育委員  

 

第 3 節  生  涯  学  習  

 

 人 々 が 生きがいや自己実現を求めて、学習活動等に自主的・自発的に参加できるような機会と場

の整備充実及び学習情報等の提供を図るため、次のような事業を実施した。  

１  生 涯 学 習 審 議 会 の 設 置  

「生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律」（平成 2 年 法律第 71 号 ）第

10 条 第 1 項 の 規定に基づき、本県の生涯学習推進体制の一層の充実強化を図るため、平成 5 年 4

月 に 「愛知県生涯学習審議会」を条例により設置している。  

２  生 涯 学 習 推 進 本 部 の 設 置  

生涯学習に関する施策を総合的かつ効果的に推進するため、知事を本部長、副知事及び教育長

を副本部長とする生涯学習推進本部を設置している。  

３  生 涯 学 習 情 報 シ ス テ ム の 運 営  

インターネットを通じて県内の学習情報を総合的・一元的に県民に提供する「生涯学習情報シ

ステム（学びネットあいち）」については、（公財）愛知県教育・スポーツ振興財団に運営を委 託

し、県や市町村を始めとした生涯学習関係機関・団体が有している講座、イベント等の学習情報

を提供した。  

４  生 涯 学 習 推 進 セ ン タ ー の 運 営  

科学技術の高度化や情報化・国際化の進展などの社会の変化に伴い、県民の学習意欲も高まり、

学習ニーズはますます高度化・多様化している。  

こ う した状況の中、県内の生涯学習推進のための中核施設である「生涯学習推進センター」は

県教育委員会の施設管理の下で（公財）愛知県教育・スポーツ振興財団が運営し、学習情報の 提

供、学習機会の提供、学習成果の発表等の事業を実施した。  

５  リ カ レ ン ト 教 育 推 進 会 議 の 開 催  

リカレント教育を推進するため、県内の大学・短期大学等高等教育機関、生涯学習関係団体、

市町村等の担当者による連絡会議を開催し、相互の連携を図った。  

６  ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 推 進  

様々な機会に得た知識、技術や経験を他の人々の学習に生かす生涯学習支援ボランティア活動

や、地域におけるボランティア活動を支援するため、ボランティアコーディネーターの養成を行

った。  
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第 4 節  青  少  年  教  育  

 

１  ね ら い  

地域社会の担い手として活躍する青少年を育成するために、青少年団体が主催する文化活動や、

市町村等への委託事業を通して、青少年が主体的に参加できる事業や学習機会の拡充を図ってい

る。  

ま た 、青少年を健全に育成するためには、学校外活動として、ボランティア活動など社会奉仕

体験活動、自然体験活動等の体験活動の場を提供することが必要である。そのため、地域におけ

る週末活動等の充実を図るとともに、有志青少年指導者の資質を高めるための研修会を実施して

いる。  

２  各 種 事 業 の 実 施 状 況  

(1)平 成 23 年 度 愛 知県青年講座  

研  修  名  対    象  人 数  期    日  会    場  

愛 知 県 青年講座  
 
団 体 活 動経験のある青年  

他
20 人

前   期 23. 9.10～  9.11 
中   期 23.10. 1 
後   期 23.10. 8， 10.29 

 
愛 知 県 青年の家  

他

 

(2)愛 知 県 青年大会「青年文化活動発表会」  

   ア  日 程： 平成 23 年 7 月 3 日 （ 日）  

イ  場 所 ：愛知県青年の家  

ウ  種 目 ：意見発表・写真展・生活文化展等  

エ  全 国 青年大会：平成 23 年 11 月 11 日 （ 金 ）～ 14 日 （ 月 ）、県の優秀作品を出品  

(3)青 年 指 導者地域活動促進事業  

青 年 指導者が県の講座で習得した知識や技能を生かし、子どもたちを指導する体験活動の場

を提供することにより、県内各地で活躍する青年指導者のネットワークの充実と活動の促進を

図ることを目的とする。  

研  修  名  対    象  人 数  日    程  会    場  

青 年 指 導者  
地 域 活動促進  

平 成 17 年 度 ～ 23 年 度 の  
青 年 講座修了生等  

18 人
企 画 会議 23. 7.23， 9.24， 10.15 
前 日 準 備 23.10.22 
事 業 当 日 23.10.23 

愛 知 県 青年の家  

 

(4)放 課 後 子ども教室推進事業（放課後子どもプラン）  

放 課 後の子どもの安全な活動場所を確保し、健やかな成長を支援する総合的な放課後対策と

して、文部科学省の「放課後子ども教室推進事業」と厚生労働省の「放課後児童健全育成事業」

の 2 事 業 を合わせた「放課後子どもプラン」を実施しており、各市町村において教育委員会が

主導し、福祉部局と連携を図りながら進めている。  

県 教 育委員会では両事業の振興を図るため、推進委員会の設置やコーディネーターや指導者

の研修を開催している。  

ア  放 課 後子ども教室推進事業費補助金  

33 市 町 237 教 室  
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イ  放 課 後子どもプラン推進委員会  

日 程 ：平成 23 年 8 月 23 日 （ 火 ）、平成 24 年 2 月 10 日 （ 金 ）  

内 容 ： 放 課 後 対 策 事 業 の 実 施 方 針 、 総 合 的 な 放 課 後 対 策 の 在 り 方 、 事 業 実 施 後 の 検 証 ・

評価等  

ウ  コ ー ディネーター研修会  

日 程 ：平成 23 年 11 月 2 日 （ 水）  

内 容 ：講義、事例発表  

エ  指 導 者研修会  

日 程 ：尾張  平 成 23 年 11 月 24 日 （ 木 ）  

三 河  平 成 23 年 12 月  1 日 （ 木 ）  

内 容 ：講義・実技指導  

 

第 5 節  成  人  教  育  

 

１  PTA 

(1)PTA 指 導 者 研修会  

県 教 育委員会は、県内の小・中・高等学校の PTA 指 導 者 を対象に研修会を下記のとおり開催

して、 PTA 指 導 者 としての資質の向上を図った。  

   ア  小 ・中学校関係  

 地 区 名  実 施 年月日 研修テーマ  会    場  
参 加 者 数  
（ 人 ）

 

地 
区 
研 

修 

会 
 

尾 張 愛 日  23.11.29 子 ど も に夢を  そ し て愛と知を  尾 張 旭市文化会館  358 

尾 張 中 島  23.9.13 子 ど も の安全な暮らしのために  
一 宮 市 尾西生 涯学 習セ
ンター  

183 

尾 張 丹 葉  23.11.16 心  響 き 合え  愛 と 知で  扶 桑 文化会館  152 

海 部  23.6.22 
親 子 で 見直 そう！ケー タイ・イン
ターネット  

津 島 市立図書館  100 

知 多  23.9.29 心  響 き 合え  愛 と 知で  知 多 市勤労文化会館  167 

西 三 河  
23.7.13 と も に 生き  夢 を 抱く PTA を め ざ

して  
西 三 河総合庁舎  

177 

23.7.14  72 

新 城 設 楽  
設 楽  

23.7.27 
ス ク ー ルカ ウンセラー に学ぶ、子
育てを通した PTA 活 動  

田口特産物振興センター  44 

東 三 河  24.2.22 心  響 き 合え  愛 と 知で  豊 川 市文化会館  173 

 

   イ  高 等学 校関係  

地 区 名  実 施 年月日 研修テーマ  会    場  
参 加 者 数  
（ 人 ）

全 県  23.5.20 
ひ と り ひと りに合った 教育とはど
ういうものか  

ウ イ ンクあいち  755 

 



 - 63 -

(2)PTA の 団 体 活動  

小 中 学校 PTA 連 絡 協 議会及び高等学校 PTA 連 合 会 では、PTA 本 来 の 目的達成のため、役員研

修会、明るい家庭づくり、校外指導、交通安全、教育環境の改善等の諸活動を活発に展開した 。  

ア  愛 知 県小中学校 PTA 連 絡 協 議会  

目   標  「 心  響 き合え  愛 と知で」  

 活 動 方 針  (ｱ)家 庭 教 育力の強化を図る。  

(ｲ)学 校 支 援を積極的に進める。  

(ｳ)地 域 社 会との密接な連携を築く。  

主 な 事業  (ｱ)第 67 回 東 海 北陸ブロック PTA 研 究 大 会愛知大会開催に向けての取組  

(ｲ)常 置 委 員会の活動  

(ｳ)母 親 研 修会  都 市 母親代表研修会 2 回 、 理事・母親代表合同研修会  

(ｴ)相 談 事 業（情報交換会）  郡 市 P 連 役 員、単 P 役 員 、 10 会 場  

(ｵ)広 報 紙 「愛知の PTA」 発 刊  

(ｶ)総 会 、 役員会等  

イ  愛 知 県公立高等学校 PTA 連 合 会  

活 動 方針  (ｱ)愛 知 県 教育委員会、愛知県公立高等学校長会等関係機関・団体との密接な  

連携につとめながら本会の目的達成のための活動の充実を期する。  

(ｲ)各 地 区 連合会との連絡を密にして、その活動の活性化の支援につとめる。  

(ｳ)本 会 の 主催する各種研修事業を通じて「学習する PTA」 の 推 進を図る。  

(ｴ)必 要 に 応じて、各種委員会・部会を設置し、本会の目的に即した調査研究等  

を 行 い、その成果を適宜本会及び単位 PTA 等 の 運 営活動に資する。  

      主 な 活 動  (ｱ)地 区 別 研修会   県 内 5 地 区  

(ｲ)広 報 委 員会  

(ｳ)健 全 育 成委員会  

(ｴ)広 報 紙 「高 P 連 だ より」発行  

(ｵ)総 会 、 理事会等  

２  人 権 教 育  

すべての人々が真に尊重される社会の実現を目指し、広く人々の人権問題に対する理解と認識

を深め、人権にかかわる問題の解決に資するため学習活動等を展開した。  

(1)指 導 者 研修会等  

ア  社 会 教育指導者研修会  

教 育 事 務 所 主 事 、 市 町 村 社 会 教 育 主 事 等 を 対 象 に 、 差 別 意 識 解 消 の た め の 研 修 会 を 設 定

した。  

イ  各 種 啓発活動  

      各 社 会 教育関係団体の総会等の開催時に啓発資料を配付して徹底を図った。  

      PTA 連 絡 協 議会はじめ 7 団 体  年 1 回  
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(2)人 権 教 育指導者研修会等  

ア  中 央 研修会  

市 町 村 教 育 委 員 会 関 係 者 、 小 中 学 校 関 係 者 を 対 象 に 、 差 別 意 識 解 消 の た め の 研 修 会 を 4

回 開 催した。  

イ  地 区 研修会  

8 地 区 会 場で 10 回 研 修会を開催した。  

 

第 6 節  家 庭 教 育 ・ 女 性 教 育  

 

１  家 庭 教 育  

家庭が子どもの教育にとって、かけがえのない重要な役割をもつことを認識し、家庭教育に対

する親や地域の意識を高めるとともに、その対処のしかたなどについて、子どもの成長過程に応

じた家庭教育の振興を図った。  

(1)あ い ち っこ子育て支援事業  

少 子 化、核家族化、都市化等社会環境が大きく変化している中で、家庭や地域の教育力の低

下が指摘され、特に家庭教育の一層の充実が望まれている。  

そ こ で、家庭教育事業全体の総合的な調整を行う中、家庭教育に係る諸問題について実践的

な解決方法を探った。また、主として乳幼児の子どもを持つ親の子育ての不安や悩みを解消す

るために、学習情報の提供と学習機会の充実を図るなど、家庭の教育力の充実のための支援を

行った。  

ア  事 業 の企画・運営  

家 庭 教 育 事 業 の 総 合 的 な 推 進 を 図 る た め に 、 各 方 面 の 専 門 家 で 構 成 す る 家 庭 教 育 企 画 委

員会を年 3 回 開 催し、家庭教育事業全体の基本方針と実施内容を策定したり、事業の運営

について協議したり、結果の整理、評価を行った。  

家  庭  教  育  企  画  委  員  会  委  員  

氏   名  所  属  ・  役  職  備  考  

舩 尾 日出志  愛 知 教育大学教授  教  育  学  

藤 井 恭子  愛 知 教育大学准教授  心  理  学  

坂  鏡 子  名 古 屋学芸大学准教授  幼 児 教育  

間 野 丈夫  中 日 新聞編集局生活部長  マ ス コミ  

笠 井 保弘  豊 田 市教育委員会教育長  教  育  長  

迫 田 由喜代  東 海 市立船島小学校長  校     長  

鈴 木 照 美  
名 古 屋市立第一幼稚園長  
県 国 公立幼稚園長会長  

幼 稚 園長  

中 根 みはる  
碧 南 市健康課（保健センター）課長補佐  
愛 知 県市町村保健師協議会副会長  

保  健  師  

原 田 晴美  
子 育 てネットワーカーあいち尾張北  
子 育 てネットワーカー代表  

子 育 てネットワーカー  

 酒 井 廣 子  （ ～ PTA 総 会 ） 
 稲 葉 華 代  （ PTA 総 会 ～ ） 

愛 知 県小中学校 PTA 連 絡 協 議会母親代表  P T A 

 



 - 65 -

   イ  家 庭教 育支援事業補助  

文 部 科 学 省 「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連 携 に よ る 教 育 支 援 活 動 促 進 事 業 」 に よ り 、 市 町 村 に

お け る 「 家 庭 教 育 支 援 チ ー ム に よ る 相 談 や 支 援 」「 親 へ の 学 習 機 会 の 提 供 」「 親 子 参 加 行 事

支援」等の家庭教育支援活動への補助を行った。  

補 助 率  国 1/3、 県 1/3(市 町 村 1/3）  

補 助 先  瀬 戸市、あま市  

ウ  家 庭 教育支援ネットワーク会議  

家 庭 教 育 に 関 す る 相 談 活 動 を 行 う 関 係 者 に よ る 連 絡 会 議 を 開 催 し 、 情 報 交 換 ・ 意 見 交 換

等 を 行 い 、 関 係 者 の 相 互 理 解 を 深 め 、 連 携 ・ 協 力 体 制 の 強 化 を 図 っ た 。 ま た 、 児 童 ・ 生 徒

の 問 題 行 動 に 対 す る 個 々 の 児 童 ・ 生 徒 及 び 家 庭 へ の 支 援 の 方 法 や 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連

携づくりの方法を検討した。  

地 区 家庭教育支援ネットワーク会議の開催   県 内 5 か 所  

エ  調 査 研究  

家 庭 教育に関するアンケートを実施し、その結果・考察等をまとめ、「家庭教育資料」を

作 成 し 、 地 区 家 庭 教 育 推 進 運 営 協 議 会 並 び に 市 町 村 の 家 庭 教 育 推 進 運 営 協 議 会 、 教 育 機 関

等に配布した。  

(ｱ)テ ー マ  

「 家 庭教育に関する保護者の意識についての調査研究」  

― 経 年比較により意識変化の方向性を探る―  

(ｲ)ア ン ケ ートの実施  

対 象  県内の幼児（3～5 歳児）、小学 5 年生、中学 1･2 年生の子どもを持つ保護者 1,700 人 

時 期  平 成 23 年 7 月  

(ｳ)家 庭 教 育企画委員により分析と考察を行った。  

(2)命 を は ぐくむ推進事業「子育て支援地域交流会」  

す べ ての教育の出発点である家庭教育について、県民一人一人がその重要性を認識し、地域

や社会全体で家庭教育を支える気運を醸成していくことが必要である。このため、行政や関係

団体等と連携し、「子育て支援地域交流会」開催事業を実施し、家庭教育について考える学習

会などを開催した。  

ア  優 良 家庭教育推進組織等の顕彰  

各 地 区の「子育て支援地域交流会」にて次の 15 推 進 組 織等を顕彰した。  

教 育 事務所  
 ・  支   所  

推 進 組織名  
教 育 事務所  
 ・  支   所  

推 進 組織名  

尾   張  

萩 山 台  地 域 力向上委員会  
清 須 市家庭教育推進連絡協議会  
扶 桑 町立柏森小学校 PTA 
犬 山 市 立栗栖小学校 PTA 

西  三  河  

碧 南 市七地区青少年育成推進委員会  
子 育 て広報 PamPam チ ャ イルド  
黒 笹 小学校区家庭教育学級  
幸 田 町立中央小学校家庭教育推進協議会  

海   部  
愛 西 市立八輪・開治小学校 PTA 
弥 富 市 立十四山西部小学校 PTA 

東  三  河  
ふ れ あい広場「いっしょにあ・そ・ぼ！」 
堀 切 学区コミュニティ協議会  

知   多  
河 和 学区青少年を守る会  
三 和 っ子育成協議会  

新 城 設楽  東 栄 町家庭教育推進協議会  
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イ  地 区 家庭教育推進運営協議会の設置  

各 地 区の家庭教育の推進を図るため、各教育事務所・支所ごと県内 6 地 区 に学識経験者、

市町村社会教育関係者、地域活動推進関係者、小中学校教職員や PTA、幼 稚 園・保育所の教

職員や PTA、お や じの会、子育てネットワーカー、子育てサークル代表者等をもって構成す

る 地 区 家 庭 教 育 推 進 運 営 協 議 会 を 設 置 し 、 各 市 町 村 の 家 庭 教 育 の 現 状 及 び 支 援 活 動 情 報 交

換、「子育て支援地域交流会」の企画・運営等について協議・検討した。（各地区年 3 回 開

催）  

ウ  「 子 育て支援地域交流会」の開催  

各 地 区 の 家 庭 教 育 推 進 地 区 の 実 践 活 動 の 成 果 を 中 心 に 、 家 庭 教 育 振 興 に つ い て 情 報 交

換・研究協議を行い、家庭教育を支援する地区のネットワーク化を図るため、 11 月 を 中 心

に、県内 6 地 区 において「子育て支援地域交流会」を開催した。  

(ｱ)家 庭 教 育を考える学習会  

内 容  推 進地区の実践活動の成果を中心に情報交換、講演会を開催  

 (ｲ)子 育 て支援を考える交流会  

内 容  地 域の子育て支援活動、及び子育て体験談などの発表、シンポジウムの開催  

エ  「 子 育て支援地域交流会」開催事業のまとめの配布   230 部  

(3)家 庭 教 育支援基盤形成事業  

ア  家 庭 教育相談員設置事業  

家 庭 教 育 相 談 員 （ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ） を 設 置 し 、 家 庭 教 育 上 の 問 題 を も つ 親 を 対 象 に 、

訪問による個別の相談・指導を行い、健全な児童生徒の育成を図った。  

(ｱ)コ ー デ ィネーターの設置  

県 及 び教育事務所・支所にコーディネーターを設置した。   （ 単 位 ： 人 ）  

教 育 事 務所・支所等  人  数  教 育 事務所・支所等  人  数  

尾 張  5 東 三 河  2 

海 部  1 新 城 設 楽  1 

知 多  2 生 涯 学 習 課  1 

西 三 河  5   

合  計  17 

 

(ｲ)コ ー デ ィネーターの業務  

教 育 事務所・支所に配置するコーディネーターは、主として家庭教育上の問題をもつ家

庭 を 訪 問 し 面 接 相 談 し た り 、 手 紙 や 電 話 を 利 用 し た 相 談 や 指 導 を 行 っ た り し て 、 家 庭 教

育力の向上と健全な児童生徒の育成を図った。  

生 涯 学習課に配置するコーディネーターは、電話による相談業務を行うとともに、各コ

ー デ ィ ネ ー タ ー か ら の 報 告 書 の と り ま と め の 事 務 、 教 育 事 務 所 ・ 支 所 等 と の 連 絡 ・ 調 整

等を行った。  

(ｳ)相 談 内 容  

原 則 として小学校から中学校までの家庭教育上の問題を対象とする。  
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(ｴ)相 談 の 実績  

ａ  相 談 件数  

コ ー ディネーター 17 人 が 1 年 間 に相談をした実人数は次表のとおり 152 人 で 、 この

うち中学生が 94 人 (61.8％ )、 小 学生が 56 人 (36.8％ )で あっ た。  

相  談  実  施  学  年  別  実  人  数  

区

分 

小   学   生  中   学   生  そ
の
他 

合    計  

1 年  2 年  3 年  4 年  5 年  6 年  （ 小 計） 1 年  2 年  3 年  （ 小 計） 合計  割 合（％）

男  0 3 2 3  9 10 (27)  9 15 14 (38) 2  67  44.1 

女  3 1 3 4  7 11 (29) 13 27 16 (56) 0  85  55.9 

計  3 4 5 7 16 21 (56) 22 42 30 (94) 2 152 100.0 

 

     ｂ  相 談 方 法及び相談内容  

          相  談  方  法  集  計  表             相  談  内  容  集  計  表  

区分  
年 間 計  
（ 回 ）

月平均  
（ 回 ）

割合  
（ ％ ）

相談員  
1 人 月 平 均（回）

 
区  分  件 数  割 合 （％）

訪問  2,805 233.8  74.2 14.6 不 登 校 （ 怠学 ）  148    97.4 

通 信    976  81.3  25.8  5.1 不 良 交 友    0 0 

計  3,781 315.1 100.0 19.7 窃 盗 ･ 万 引    0 0 

 

家 庭 内 暴 力    0 0 

反 抗 的 行 為    0 0 

情 緒 障 害    1   0.7 

い じ め ら れっ 子    1   0.7 

非 行 等    0 0 

そ の 他    2   1.3 

計  152 100.0 

 

    イ  家 庭教 育支援員活動事業（ホームフレンド・子育てネットワーカー）  

家 庭 教育コーディネーターの指導のもと、不登校の児童 ･生 徒 にとってより身近な大学 生

等をホームフレンドとして、遊び相手、話し相手として家庭に派遣し、当該児童 ･生 徒 の 心

の安定を図った。また、保護者の相談相手として、子育てネットワーカーを派遣した。  

(ｱ)ホ ー ム フレンド  16 人  子 育 てネットワーカー  16 人  

(ｲ)相 談 実 人数    46 人 （ 男 14 人  女 32 人 ）  

(ｳ)延 べ 相 談回数   434 回  

ウ  職 場 内家庭教育推進事業  

勤 め て い る た め 、 家 庭 教 育 に 関 す る 研 修 会 ・ 学 級 等 に 参 加 で き な い 親 に 対 し 、 学 習 の 機

会 を 提 供 す る た め 、 企 業 等 が 開 催 す る 研 修 会 等 に 家 庭 教 育 を 加 え る こ と を 奨 励 し 、 希 望 す

る企業等に講師を派遣して家庭教育の一層の充実・振興を図った。  

 職 場 内 家庭教育研修会への講師派遣  

・ 企 業等が主催する研修会を対象とする。  

・ 研 修会の参加人数は、おおむね 30 人 以 上 とする。  

・ 研 修会の主な参加者は、幼・保・小・中学校に在学する幼児児童生徒をもつ親とする。  

・ 家 庭教育に関する研修時間は、おおむね 1 時 間 30 分 と する。  

・ 派 遣回数は 1 企 業 （職場） 1 回 で、総回数を 20 回 と す る。  

以 上 の 5 点 を 基本に実施し、研修会参加人数は 1,026 人 で あ った。  



 - 68 -

 (4)命 を はぐくむ推進事業「地域で子育て協働事業」  

愛 知 県で養成した 1,317 人 の 子 育てネットワーカーが、地域における子育て支援者として活

躍している。これらの活動を活発にするために、子育てネットワーカー等と行政が協働し、「命

をはぐくむ」家庭教育支援モデル事業を実施した。さらに、モデル事業の成果を発表し合う「命

をはぐくむ」家庭教育支援フォーラムを開催した。  

ア  「 命 をはぐくむ」家庭教育支援モデル事業委託先  

清 須 市、大口町、常滑市、碧南市、蒲郡市、愛知県国公立幼稚園 PTA 連 絡 協 議会  

イ  「 命 をはぐくむ」家庭教育支援フォーラム  

平 成 23 年 11 月 17 日 （ 木 ）  ウ インクあいち  

(5)命 を は ぐくむ推進事業「家庭教育研究会」  

ア  「 命 をはぐくむ」指導者研修会  

家 庭 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 及 び 家 庭 教 育 支 援 員 （ ホ ー ム フ レ ン ド 、 子 育 て ネ ッ ト ワ ー カ

ー）を対象に 4 回 の 研修会を実施し、的確な相談活動等ができるよう資質向上を図った。  

イ  子 育 てネットワーカー養成講座  

乳 幼 児 か ら 小 中 学 生 の 子 を も つ 親 の 子 育 て に つ い て の 相 談 に 気 軽 に 応 じ た り 、 地 域 の 子

育 て グ ル ー プ や 子 育 て サ ー ク ル の 活 動 を 中 心 と な っ て 支 援 し た り す る 子 育 て ネ ッ ト ワ ー カ

ーを養成する講座を開催した。  

尾 張 1、 三河 1 の 2 会 場  4 日 間 8 講 座  70 人 修 了  

ウ  「 命 をはぐくむ」家庭教育研修会  

家 庭 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー や 子 育 て ネ ッ ト ワ ー カ ー が 、 子 育 て サ ー ク ル 、 幼 稚 園 、 保 育

所 、 学 校 等 に 出 向 き 、 乳 幼 児 か ら 中 学 生 の 子 ど も を も つ 親 に 対 し て 研 修 会 を 実 施 し 、 家 庭

教 育 や 子 育 て 支 援 に 関 す る 情 報 を 提 供 し た り 、 家 庭 教 育 に 関 す る 学 習 機 会 を 提 供 し た り し

て、家庭教育の推進を図った。  

78 回  4,007 人 受 講  

(6)あ い ち っこ「親の学び」指導者研修会開催事業  

平 成 22 年 度 に 作成したあいちっこ「親の学び」学習プログラムを活用した家庭教育研修会

を実施するための指導者を養成する研修会を開催した。  

尾 張 3、 三河 2 の 5 会 場  2 日 間 4 講 座  135 人 受 講  
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２  女 性 教 育  

   生 涯 学習社会の中で、女性が自発的な学習意欲に基づき、豊かな人間性を培うとともに、その

資質や能力を向上させ、地域社会に参画する力をつけることは重要である。それを踏まえ、知の

循環型社会における女性の社会教育として、男女共同参画社会の実現に向け、女性が地域社会に

参画し、地域の活性化に貢献することを図った。  

(1)女 性 教 育指導者研修会  

    女 性 教 育活動の推進のため、民間の女性教育指導者を対象に、活動を企画実施するうえで必

要な知識や技術の習得と情報交換の機会を設け、指導者としての資質向上を図った。  

      平 成 23 年 5 月 17 日 （ 火 ）， 30 日 （ 月 ）、 6 月 15 日 （ 水）， 30 日 （ 木）、 7 月 15 日 （ 金 ）  

（ 全 5 日 34 人 修 了 ）  

  (2)「 新 しい公」による地域活性化推進事業  

「 新 しい公」の担い手として重要な、女性教育指導者研修会の修了生や NPO 等 に 所 属してい

る地域の女性リーダーを活用するための研修会を開催した。また、「新しい公」の考え方と有

効性を地域に広げ、多くの県民にアピールするために、講演会兼地域交流会を実施した。  

ア  研    修    会  平 成 23 年  9 月  6 日 （火）愛知県生涯学習推進センター  

イ  講 演 会兼地域交流会  平 成 23 年 11 月 28 日 （ 月 ）ウインクあいち  

            平 成 23 年 11 月 22 日 （ 火 ）刈谷中央生涯学習センター  

(3)女 性 団 体活動スキルアップ事業  

市 町 村で活動している、女性教育団体の活動支援及び女性教育指導者のエンパワーメントの

ため、平日及び休日にも開催可能な出前講座を実施し、地域リーダーを養成した。  

実 施 回数  県 内 10 か 所 ： 各 1 回  

(4)命 を 見 守る地域づくり推進事業   

県 内 で は平成 9 年 以 降自殺者が急増し、その後も多い状態が続いている。その状況を改善す

るために、地元の状況を熟知している地域婦人会等の女性団体に自殺防止活動を推進するため

の普及啓発事業を委託した。  

委 託 数  3 団 体  

(5)女 性 団 体活動促進事業  

持 続 可能な社会をつくり、「新しい公共」を形成するための、女性団体による現代的な社会

教育活動の研究と、その結果を踏まえた実践活動を県内各地で行政と協働しながら実施する女

性団体活動促進事業を、愛知県地域婦人団体連絡協議会に委託した。  

(6)愛 知 県 地域婦人団体連絡協議会  

地 域 婦人団体は、長年にわたって地域を基盤とした幅広い活動をしている社会教育関係団体

である。その連絡協議会である愛知県地域婦人団体連絡協議会に対して、女性教育の促進と支

援を図るための指導・助言を行った。  

加 盟 市町村数   19 市 町 （ 平成 23 年 4 月 現 在）  

会    員    数  7,785 人 （ 平 成 23 年 7 月 現 在）  
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第 ７ 節  視  聴  覚  教  育  

 

１  視 聴 覚 教 育 活 動  

自作視聴覚教材コンクール  

生 涯 学習・学校教育の学習に自作視聴覚教材の利用が重視されており、自作教材の製作とそ

の活用を一層振興するため、県内から作品を募集し、入賞作品を決定するとともに、表彰を行

った。  

平 成 23 年 度 の 第 56 回 の 応 募数は、55 点 で 各 部門で最も優秀な作品は次のとおりであった。  

部  門  題       名  制   作   者  

学 校 教育  

（ ビ デオ教材）＜最優秀賞＞  
エ コ マンダーと探るごみのゆくえ  
― ご みから資源へ―  

お か ざき映像教材研究会  Ａ 班  
岡 崎 市視聴覚ライブラリー  

（ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ･ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教 材 ） ＜最優秀賞＞  
プ ラ スチックの性質を調べよう  
～ 電 気自動車につながる基礎知識～  

お か ざき映像教材研究会  Ｆ 班  
岡 崎 市視聴覚ライブラリー  

生 涯 学習  
（ ビ デオ教材）＜最優秀賞＞  
ジ ャ ズの街  岡 崎  

お か ざき映像教材研究会  Ｃ 班  
岡 崎 市視聴覚ライブラリー  

 

２  視 聴 覚 ラ イ ブ ラ リ ー 活 動  

地域視聴覚ライブラリーは 23 団 体を 数え、各地域における視聴覚教育の振興充実に貢献して

いる。  

 

第 8 節  社  会  教  育  施  設  

 

１  公 民 館  

公民館は、一定地域の住民を対象とし、日常生活と結びついた社会教育の中心拠点である。  

平 成 23 年 4 月 現 在、本県では 386 館（ 分 館・類似施設を除く。）が整備されており、各種の学

級、講座、集会等の社会教育活動が展開されている。  

公   民   館   設   置   状   況              （ 23.4.1 日 現 在 ）  

区分  館 数  区 分  館 数  区 分  館 数  
総 計  386 海 部 教 育 事 務 所  15 西 三 河 教 育 事 務 所   96 
名 古 屋 市    0 津 島 市   3 岡 崎 市    7 
尾 張 教 育 事 務 所   87 愛 西 市   3 碧 南 市    8 
一 宮 市   19 弥 富 市   2 刈 谷 市    5 
瀬 戸 市   17 あ ま 市   3 豊 田 市   27 
春 日 井 市    5 大 治 町   2 安 城 市   11 
犬 山 市    4 蟹 江 町   1 西 尾 市   13 
江 南 市    3 飛 島 村   1 知 立 市    2 
小 牧 市    5 知 多 教 育 事 務 所  74 高 浜 市    5 
稲 沢 市    7 半 田 市  15 み よ し 市    9 
尾 張 旭 市    9 常 滑 市   4 一 色 町    0 
岩 倉 市    1 東 海 市  17 吉 良 町    0 
豊 明 市    2 大 府 市   9 幡 豆 町    0 
日 進 市    1 知 多 市   5 幸 田 町    9 
清 須 市    5 阿 久 比 町   6 東 三 河 教 育 事 務 所  114 
北 名 古 屋 市    2 東 浦 町   7 豊 橋 市   71 
東 郷 町    1 南 知 多 町   5 豊 川 市    7 
長 久 手 町    1 美 浜 町   5 蒲 郡 市   11 
豊 山 町    1 武 豊 町   1 新 城 市    4 
大 口 町    1 

  
田 原 市   21 

扶 桑 町    3   
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２  愛 知 県 青 年 の 家  

愛知県青年の家は、青少年やその指導に当たる人々が、宿泊、共同生活をしながら、協同・友

愛・奉仕の精神を養い、自らの人間性を高め立派な社会人、職業人として地域社会の発展に尽く

す人となるよう期待して設けられた社会教育施設であり、昭和 34 年 1 月 15 日 開 所以来、広く県

内の青少年団体などに利用され、青少年の健全育成に寄与してきた。  

愛 知 県 青 年 の 家 利 用 状 況 （ 延 べ 宿 泊 者 数 ）        （ 単 位 :人 ） 

種別
 

月  
幼 小 中  
学 校  

高 等  
学 校  

特 別 支  
援 学 校  

専 門  
学 校 等  

大 学  企 業  
サークル 
・  

ク ラ ブ  
子 供 会  そ の 他  合 計  

23.4 852 188 0 86 359 1,292 113 15 66 2,971 

23.5 254 152 0 0 322 247 0 0 403 1,378 

23.6 862 403 160 0 120 278 0 0 87 1,910 

23.7 602 703 17 0 492 147 0 143 205 2,309 

23.8 1,178 1,223 0 0 1,244 42 0 40 434 4,161 

23.9 42 70 72 0 749 93 10 0 288 1,324 

23.10 139 15 103 0 39 31 19 0 336 682 

23.11 226 0 0 0 30 343 0 0 204 803 

23.12 797 195 0 0 8 122 0 0 41 1,163 

24.1 73 353 0 0 57 331 0 0 86 900 

24.2 146 190 0 0 257 338 0 0 67 998 

24.3 970 635 0 0 251 291 0 0 192 2,339 

合   計  6,141 4,127 352 86 3,928 3,555 142 198 2,409 20,938 

前 年 度  3,755 3,485 890 587 3,421 3,989 2,814 113 2,266 21,320 

 

３  愛 知 県 少 年 自 然 の 家  

少年を自然に親しませ、自然の中での集団宿泊生活を通じて情操や社会性を豊かにし、かつ、

心身を鍛練し、健全な少年の育成を図るため、知多郡美浜町及び豊田市（旧東加茂郡旭町）に少

年自然の家を設置し、ともに平成元年 5 月 1 日 に 開所した。  

少 年 自 然 の 家 利 用 状 況 （ 延 べ 宿 泊 者 数 ）        （ 単 位 ： 人 ）  

施設区分 美  浜  少  年  自  然  の  家  旭  高  原  少  年  自  然  の  家  

種 別  
月  

小 学 校 中学校 高等学校 
特 別 支
援学校

その他 合 計  小 学 校 中学校 高等学校 
特 別 支
援学校

その他 合   計

23.4 0 2,207 5,677 0 1,487 9,371 0 4,081 3,104 0 2,081 9,266 

23.5 1,279 4,960 1,202 242 162 7,845 2,419 4,535 1,178 0 708 8,840 

23.6 2,792 3,587 335 278 421 7,413 2,870 5,200 526 0 148 8,744 

23.7 1,219 135 1,009 263 2,296 4,922 5,669 229 123 71 702 6,794 

23.8 195 341 279 0 5,531 6,346 2,273 330 1,272 92  4,212 8,179 

23.9 240 925 0 96 1,082 2,343 783 3,124 103 510 635 5,155 

23.10 454 0 386 57 1,616 2,513 511 1,742 0 0 575 2,828 

23.11 0 0 0 0 734 734 0 433 0 0 183 616 

23.12 0 0 771 0 673 1,444 0 0 0 0 558 558 

24.1 0 196 81 0 917 1,194 0 0 117 0 202 319 

24.2 0 548 13 0 494 1,055 0 0 0 0 711 711 

24.3 0 0 988 0 1,972 2,960 0 33 981 0 872 1,886 

合   計  6,179 12,899 10,741 936 17,385 48,140 14,525 19,707 7,404 673 11,587 53,896 

前 年 度  5,334 13,202 11,194 1,473 18,232 49,435 14,348 20,296 7,145 248 12,397 54,434 

 


